
(57)【要約】

　【課題】明るい部屋でもトラックボールの十分な操作

性を確保した超音波診断装置を提供する。

　【解決手段】所定色で照明可能なトラックボールと、

該トラックボールの操作を有効とするための複数の照明

可能なボタンと、該複数のボタンのうちの一つがアクテ

ィブになったとき、該アクティブボタンと該トラックボ

ールを同色で照明する照明制御部と、を設ける。照明制

御部は、また、上記複数のボタンのうちイネーブル状態

となったボタンをトラックボールの照明色とは異なる色

で照明するようにすることが望ましい。いずれかのボタ

ンがアクティブになったとき、すなわちトラックボール

が操作可能な状態となったとき、アクティブボタンとト

ラックボールとが同色で照光されるため、部屋の照明が

明るくされた状態でも常にアクティブボタンとその他の

ボタンの区別がつきやすく、また、トラックボールが操

作可能であるか否かが一目でわかる。

【選択図】　図３

JP 2007-202652 A 2007.8.16



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 a) 所 定 色 で 照 明 可 能 な ト ラ ッ ク ボ ー ル と 、
　 b) 該 ト ラ ッ ク ボ ー ル の 操 作 を 有 効 と す る た め の 複 数 の 照 明 可 能 な ボ タ ン と 、
　 c) 該 複 数 の ボ タ ン の う ち の 一 つ が ア ク テ ィ ブ に な っ た と き 、 該 ア ク テ ィ ブ ボ タ ン と 該
ト ラ ッ ク ボ ー ル を 同 色 で 照 明 す る 照 明 制 御 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 照 明 制 御 部 が 、 上 記 複 数 の ボ タ ン の う ち イ ネ ー ブ ル 状 態 と な っ た ボ タ ン を 上 記 ト ラ ッ ク
ボ ー ル の 照 明 色 と は 異 な る 色 で 照 明 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 、 特 に 、 そ の 操 作 卓 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 内 に 超 音 波 を 入 射 し 、 そ の 反 射 波 に 基 づ い て 体 内 の 構 造 を 表
示 装 置 に 表 示 す る も の で あ る 。 近 年 で は 、 信 号 処 理 技 術 及 び 画 像 処 理 技 術 等 の 進 展 に よ り
、 様 々 な 表 示 及 び 動 作 方 法 が 可 能 と な っ て お り 、 一 つ の 機 種 で 動 作 可 能 な 機 能 は 非 常 に 豊
富 と な っ て い る 。 こ れ ら の 機 能 を 使 い こ な す た め 、 或 る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 操 作 卓 に は
、 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ル キ ー ボ ー ド １ １ を 始 め 、 複 数 の ス ラ イ ド ス イ ッ チ １ ２ や 専 用 の
操 作 キ ー １ ３ 等 が 所 狭 し と 並 ん で い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ れ に 加 え て 、 超 音 波 診 断 装 置 を 使 用 す る 際 は 、 画 像 表 示 が 見 や す い よ う に 部 屋 の 照 度
を 低 く す る こ と が 推 奨 さ れ て い る 。 こ の よ う な 状 態 で 多 数 の キ ー や ボ タ ン を 的 確 に 操 作 す
る こ と が で き る よ う に 、 各 キ ー や ボ タ ン に は LED照 明 が 内 蔵 さ れ 、 操 作 状 況 に 応 じ て そ の
点 灯 /消 灯 或 い は 輝 度 を 制 御 す る こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 画 像 を 表 示 す る 装 置 に お い て 、 画 像 に 関 す る 何 ら か の 操 作 を 行 う と き に は 、 マ ウ ス 等 の
２ 次 元 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス が 非 常 に 便 利 で あ る 。 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 多 く の 場 合 、
図 １ に 示 す よ う に ２ 次 元 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス と し て ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ が 備 え ら れ 、
例 え ば 、 表 示 さ れ て い る 断 層 画 像 の 特 定 の 箇 所 を 指 し 示 し た り 、 拡 大 表 示 す べ き 範 囲 を 設
定 す る 等 の 操 作 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ は 常 に 使 用 で き る 訳 で は な く 、 例
え ば 、 文 字 を 入 力 す る 際 に は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ に よ り カ ー ソ ル 位 置 が 変 わ る と 却 っ て
入 力 に 支 障 を 来 す 。 そ こ で 、 前 記 の よ う な ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ が 使 用 で き る 状 況 に 限 っ て
ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ の 操 作 が 有 効 と な る よ う に 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 操 作 に 関 連 す る ボ タ ン １
５ を ト ラ ッ ク ボ ー ル の 周 囲 に 配 置 し 、 そ れ ら の ボ タ ン の う ち い ず れ か が 操 作 （ 押 下 ） さ れ
た と き に の み ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ の 操 作 が 可 能 と な る （ す な わ ち 、 そ の 効 果 が 生 ず る ） と
い う 方 法 が と ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ の 周 囲 に 配 置 さ れ た ボ タ ン １ ５ の う ち 、 或 る 時 点 で は そ れ ら
の 全 て が 操 作 可 能 で あ る 訳 で は な く 、 操 作 が 意 味 を 持 た な い ボ タ ン １ ５ も 存 在 す る 。 例 え
ば 、 動 画 表 示 が 或 る 時 点 で フ リ ー ズ さ れ た 場 合 、 過 去 の フ レ ー ム に 遡 る た め に ト ラ ッ ク ボ
ー ル １ ４ を 操 作 す る こ と は 意 味 が あ る が 、 フ ォ ー カ ス 位 置 を 変 化 さ せ る た め の ト ラ ッ ク ボ
ー ル 操 作 は 意 味 を 持 た な い 。 こ の た め 、 或 る 時 点 で ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ を 操 作 す る こ と が
可 能 な ボ タ ン （ 単 数 又 は 複 数 。 こ れ を イ ネ ー ブ ル ボ タ ン と 呼 ぶ 。 な お 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 操
作 不 可 で あ る ボ タ ン を デ ィ セ ー ブ ル ボ タ ン と 呼 ぶ 。 ） の み を 点 灯 又 は 高 輝 度 表 示 す る と い
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う 方 法 も と ら れ て い る 。 こ の 点 灯 又 は 高 輝 度 表 示 さ れ た イ ネ ー ブ ル ボ タ ン 中 の い ず れ か が
実 際 に 操 作 （ 押 下 ） さ れ た と き （ こ の ボ タ ン を ア ク テ ィ ブ ボ タ ン と 呼 ぶ 。 ） に は じ め て 、
ト ラ ッ ク ボ ー ル 操 作 の 効 果 が 生 じ 、 画 面 上 の カ ー ソ ル が 移 動 し た り す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2000-005174号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 フ ル デ ジ タ ル カ ラ ー 超 音 波 診 断 装 置 」 、 株 式 会 社 島 津 製 作 所 、 イ ン タ
ー ネ ッ ト <http://www.med.shimadzu.co.jp/products/sdu/01.html>、 [平 成 １ ８ 年 １ 月 １
０ 日 検 索 ]
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 は 一 般 に 低 照 度 の 環 境 下 で 操 作 さ れ る が 、 被 検 者 に 説 明
し た り カ ル テ 等 に 記 入 す る 際 に は 部 屋 の 照 明 を 明 る く し た 状 態 で 操 作 さ れ る こ と も あ る 。
こ の 場 合 、 従 来 の よ う な ボ タ ン 照 明 の 輝 度 変 化 （ ON/OFFを 含 む ） だ け で は 有 効 な ボ タ ン （
イ ネ ー ブ ル ボ タ ン ） と そ う で な い ボ タ ン （ デ ィ セ ー ブ ル ボ タ ン ） 、 及 び 、 イ ネ ー ブ ル ボ タ
ン と ア ク テ ィ ブ ボ タ ン の 区 別 が つ き に く く 、 操 作 性 に 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 明 る い 部 屋 で も ト ラ ッ ク ボ ー ル の 十 分 な 操
作 性 を 確 保 し た 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、
　 a) 所 定 色 で 照 光 可 能 な ト ラ ッ ク ボ ー ル と 、
　 b) 該 ト ラ ッ ク ボ ー ル の 操 作 を 有 効 と す る た め の 複 数 の 照 光 可 能 な ボ タ ン と 、
　 c) 該 複 数 の ボ タ ン の う ち の 一 つ が ア ク テ ィ ブ に な っ た と き 、 該 ア ク テ ィ ブ ボ タ ン と 該
ト ラ ッ ク ボ ー ル を 同 色 で 照 光 す る 照 光 制 御 装 置 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 「 照 光 」 と は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル や ボ タ ン が 内 蔵 光 源 に よ り 自 ら 光 る 場 合 の 他 、
外 か ら の 照 明 で 光 る 場 合 も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 更 に 、 上 記 複 数 の ボ タ ン の う ち イ ネ ー ブ ル 状 態 と な っ た ボ タ ン を 、 上 記 ト ラ ッ ク
ボ ー ル の 照 光 色 と は 異 な る 色 で 照 光 す る よ う に し て お く こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 い ず れ か の ボ タ ン が ア ク テ ィ ブ に な っ た と き 、 す な
わ ち ト ラ ッ ク ボ ー ル が 操 作 可 能 な 状 態 と な っ た と き 、 ア ク テ ィ ブ ボ タ ン と ト ラ ッ ク ボ ー ル
と が 同 色 で 照 光 さ れ る た め 、 部 屋 の 照 明 が 明 る く さ れ た 状 態 で も 常 に ア ク テ ィ ブ ボ タ ン と
そ の 他 の ボ タ ン の 区 別 が つ き や す く 、 ま た 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル が 操 作 可 能 で あ る か 否 か が 一
目 で わ か る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の ト ラ ッ ク ボ ー ル 関 係 の 操 作 を 図 １ ～ 図
３ に よ り 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 図 １ に 示 す 通 り 、 本 体 ２ ２ 、 表 示 装
置 ２ ３ 、 操 作 卓 １ ０ 及 び そ れ ら を 制 御 す る 制 御 装 置 ２ ０ か ら 成 る 。 制 御 装 置 ２ ０ に は 、 操
作 卓 の 照 光 を 制 御 す る 照 光 制 御 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 卓 １ ０ に は 、 図 １ に 示 す 通 り 、 フ ル キ ー ボ ー ド １ １ や ス ラ イ ド ス イ ッ チ １ ２ 、 各 種
操 作 キ ー １ ３ の 他 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ と そ れ を 操 作 可 能 に す る た め の ９ 個 の ト ラ ッ ク ボ
ー ル 関 連 ボ タ ン １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 図 ３ (1)に 示 す よ う に 、 こ れ ら の ９ 個 の ト ラ ッ ク
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ボ ー ル 関 連 ボ タ ン １ ５ （ a～ i） （ 以 下 、 単 に ボ タ ン １ ５ と 呼 ぶ ） は ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ の
周 囲 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 ボ タ ン １ ５ に は オ レ ン ジ と 緑 の ２ 個 の LEDが 内 蔵 さ れ て お り 、 照 光 制 御 部 ２ １ の 制 御
の 下 、 消 灯 （ OFF） 、 オ レ ン ジ 発 光 （ OR） 、 緑 発 光 （ GR） の ３ 種 の 状 態 を 取 る 。 ト ラ ッ ク
ボ ー ル １ ４ に も オ レ ン ジ の LEDが 内 蔵 さ れ て お り 、 同 様 に 照 光 制 御 部 ２ １ の 制 御 の 下 、 消
灯 （ OFF） 及 び オ レ ン ジ 発 光 （ OR） の ２ 種 の 状 態 を 取 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 表 示 装 置 ２ ３ に 画 像 （ 又 は 動 画 ） が 表 示 さ れ て い る 際 の 操 作 卓 １ ０ の ト ラ ッ ク ボ
ー ル １ ４ 及 び ボ タ ン １ ５ の 照 光 制 御 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 ９ 個 の ボ タ ン １ ５ （ a～ i） 中 の 「 CINE」 ボ タ ン １ ５ aに つ い て 説 明 す る 。 CINEボ
タ ン １ ５ aは 、 動 画 で 表 示 さ れ て い る 断 層 画 像 が 或 る 時 点 で 停 止 （ フ リ ー ズ ） さ れ た と き
、 そ の 時 点 よ り も 過 去 の フ レ ー ム の 画 像 を 再 生 （ CINE再 生 ） す る こ と を 可 能 に す る た め の
も の で あ る 。 過 去 の 画 像 を 再 生 表 示 す る た め に 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ が 使 用 さ れ る 。 こ の
CINEボ タ ン １ ５ aは フ リ ー ズ 中 の み 操 作 （ 押 下 ） 可 能 で あ り 、 表 示 装 置 ２ ３ に 動 画 が 表 示
さ れ て い る 間 は 操 作 不 可 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ こ で 、 照 光 制 御 部 ２ １ は 、 表 示 装 置 ２ ３ に 動 画 が 表 示 さ れ て い る 間 は CINEボ タ ン １ ５
aの 両 内 蔵 LEDを 消 灯 し て デ ィ セ ー ブ ル 状 態 で あ る こ と を 示 し 、 フ リ ー ズ 中 は CINEボ タ ン １
５ aの 内 蔵 緑 色 LEDを 点 灯 し て イ ネ ー ブ ル 状 態 で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 所 定 の 操 作 に よ り 画 面 が フ リ ー ズ さ れ る と 、 照 光 制 御 部 ２ １ は CINEボ タ ン １ ５ aや そ の
他 の フ リ ー ズ 中 に 操 作 可 能 な ボ タ ン （ イ ネ ー ブ ル ボ タ ン ） １ ５ a、 １ ５ b、 １ ５ c、 １ ５ e、
１ ５ fを 緑 色 に 点 灯 さ せ る （ 図 ３ (2)） 。 こ の 状 態 で は 未 だ ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ は CINEボ タ
ン １ ５ aに 割 り 当 て ら れ て い な い （ ア ク テ ィ ブ 状 態 で は な い ） の で 、 こ の 状 態 で ト ラ ッ ク
ボ ー ル を 操 作 し て （ 回 し て ） も CINE再 生 は で き な い 。 操 作 者 が CINEボ タ ン １ ５ aを 押 下 し
た と き 、 照 光 制 御 部 ２ １ は CINEボ タ ン １ ５ aの 緑 色 LEDを 消 灯 し 、 オ レ ン ジ LEDを 点 灯 し て C
INEボ タ ン １ ５ aが ア ク テ ィ ブ 状 態 で あ る こ と を 示 す と と も に 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ 内 蔵 の
オ レ ン ジ LEDを 点 灯 す る （ 図 ３ (3)） 。 こ の と き 、 他 の イ ネ ー ブ ル ボ タ ン １ ５ b、 １ ５ c、 １
５ e、 １ ５ fは 緑 色 の ま ま で あ る た め 、 イ ネ ー ブ ル ボ タ ン と ア ク テ ィ ブ ボ タ ン は 色 相 が 異 な
り 、 操 作 者 は 明 る い 部 屋 の 中 で も 現 時 点 で ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ が 操 作 可 能 で あ り 、 か つ 、
そ れ に 対 応 す る 機 能 が CINE再 生 で あ る こ と を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 キ ャ リ パ ー ボ タ ン １ ５ eに つ い て 説 明 す る 。 キ ャ リ パ ー ボ タ ン １ ５ eは 距 離 計 測 を
行 う た め の ボ タ ン で あ り 、 フ リ ー ズ 中 は 同 様 に イ ネ ー ブ ル 状 態 と さ れ 、 緑 色 LEDが 点 灯 さ
れ て い る 。 こ の 状 態 で キ ャ リ パ ー ボ タ ン １ ５ eを 操 作 す る こ と に よ り 、 照 光 制 御 部 ２ １ は
キ ャ リ パ ー ボ タ ン １ ５ eの 緑 色 LEDを 消 灯 ・ オ レ ン ジ LEDを 点 灯 し 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ４ の
オ レ ン ジ LEDを 点 灯 す る 。 な お 、 上 記 の よ う に CINEボ タ ン １ ５ aが ア ク テ ィ ブ な 状 態 で キ ャ
リ パ ー ボ タ ン １ ５ eが 操 作 さ れ た 場 合 は 、 照 光 制 御 部 ２ １ は 、 CINEボ タ ン １ ５ aの オ レ ン ジ
LEDを 消 灯 し 、 緑 色 LEDを 点 灯 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 卓 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の 制 御 関 係 構 成 図 。
【 図 ３ 】 上 記 超 音 波 診 断 装 置 の ト ラ ッ ク ボ ー ル 及 び そ れ に 関 連 す る 操 作 ボ タ ン の 点 灯 の 様
子 を 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ ０ … 操 作 卓
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１ １ … キ ー ボ ー ド
１ ２ … ス ラ イ ド ス イ ッ チ
１ ３ … 各 種 専 用 操 作 キ ー
１ ４ … ト ラ ッ ク ボ ー ル
１ ５ … ト ラ ッ ク ボ ー ル 関 連 操 作 ボ タ ン
２ ０ … 制 御 装 置
２ １ … 照 光 制 御 部
２ ２ … 超 音 波 診 断 装 置 本 体
２ ３ … 表 示 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(6) JP 2007-202652 A 2007.8.16



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2007202652A 公开(公告)日 2007-08-16

申请号 JP2006022409 申请日 2006-01-31

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社岛津制作所

申请(专利权)人(译) 株式会社岛津制作所

[标]发明人 岡崎秀樹

发明人 岡崎 秀樹

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/EE11 4C601/KK02 4C601/KK38 4C601/KK42

代理人(译) 小林良平

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种即使在明亮的房间中也能确保跟踪球具有足够
可操作性的超声诊断设备。 解决方案：可以用预定颜色照亮的轨迹球，
用于验证轨迹球操作的多个可照明按钮以及在激活按钮时被激活的多个
按钮之一。 提供按钮和以相同颜色照亮轨迹球的照度控制单元。 期望照
明控制单元以不同于轨迹球的照明颜色的颜色来照明多个按钮中的被启
用的按钮。 当激活任何按钮时，即当轨迹球变为可操作状态时，活动按
钮和轨迹球将以相同的颜色点亮，因此即使在室内照明很亮的情况下，
活动按钮也始终处于活动状态。 可以轻松地区分其他按钮，并且可以一
眼看出是否可以操作轨迹球。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/115f8d8a-ea54-4ba5-af73-bf97d8779da0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038482664/publication/JP2007202652A?q=JP2007202652A

